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ASEANにおけるe-wasteの
資源循環ビジネスに向けて

2024年10月11日金 14:00 17:00

参加方法
イオンコンパス名古屋駅前会議室（定員30名）または

オンライン（Zoom：定員480名）

主なプログラムと登壇予定者

第1回 ICETT資源循環セミナー

参加無料

申込方法

主催：公益財団法人国際環境技術移転センター

後援：環境省中部地方環境事務所、経済産業省中部経済産業局、三重県、四日市市、
独立行政法人日本貿易振興機構（ジェトロ）名古屋貿易情報センター、一般社団法人中部経済連合会

～脱炭素やデジタル化の推進に不可欠な金属資源の安全保障、
ASEANにおける廃棄物の適正管理・処理・資源循環の必要性を背景に～

公益財団法人国際環境技術移転センター（ICETT/アイセット）は 2024年度、

企業・団体の皆様にASEAN等のビジネス環境の情報をお伝えすることで、

海外での資源循環に更なる関心を持っていただくために、ICETT資源循環セミナーを開催します。

第１回目は、ASEANにおけるe-waste（電気電子機器廃棄物）の資源循環をテーマに取り上げます。

Zoom参加

参加申込方法

ICETTホームページ

会場参加
右記の二次元コードからお申し込みください

◆要事前登録◆
◆10月10日〆◆

◆先着順◆

※登壇者は事前のお知らせなく変更になることがあります。ご了承ください。

基調講演
ASEANのe-wasteを取り巻く状況

JETROアジア経済研究所 新領域研究センター 上席主任研究員

タイにおける e-waste リサイクル実証事業の経験

政策紹介
日本とASEANのe-waste資源循環に向けた現状と今後の展望

環境省 環境再生・資源循環局 循環型社会推進室 主査 松浦航氏

日本企業のASEANのe-waste資源循環におけるビジネスチャンス
経済産業省 GXグループ 資源循環経済課 国際資源循環管理官 上鑪英樹氏

企業事例紹介
マレーシアにおける家電リサイクル事業の可能性

三菱マテリアル㈱ 金属事業カンパニー 資源循環事業部 事業推進部 家電リサイクル室

QR コード

自動的に生成された説明

㈱アビヅ 管理部 副部長 赤池弘充氏

または

東アジア・アセアン経済研究センター(ERIA) シニア・リサーチ・フェロー 小島道一氏

家電推進グループグループ長補佐陶浪暁彦氏  

https://www.icett.or.jp/chousa/chousa/r6/ceseminar1.html
https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_KV5PDx1mTLagYklKzYZKKQ
https://forms.office.com/r/BK1Q67MsjT


録音・録画は固くお断りいたし
ます。
資料の配布は開催中にご案内さ

せていただきます。

イオンコンパス名古屋駅前会議室 RoomA
〒453-0015愛知県名古屋市中村区椿町18-22 ロータスビル5F

交通機関
• JR名古屋駅 新幹線口（太閤通口）より徒歩3分

• JR東海道本線 名古屋駅 太閤通口 徒歩3分

• 名古屋市営地下鉄 名古屋駅 徒歩5分

• 近鉄名古屋線 近鉄名古屋駅 徒歩5分

• 名鉄名古屋本線 名鉄名古屋駅 徒歩5分

お問い合わせ先：公益財団法人国際環境技術移転センター（ICETT／アイセット）
TEL：０５９－３２９－３５００、E-mail：cegroup@icett.or.jp

担当：辻野、黒田（直）

会場参加の方
会場参加の方は受付フォームで仮受付をさせて頂き、後ほど送られるメールをもって本受付
とさせていただきます。定員に達した場合は仮受付をさせて頂いても受付をお断りさせて
頂くことがございます。

会 場 の ご 案 内

駐車場
専用駐車場はございません。
周辺駐車場にご駐車ください。（有料）

こちらは
会場では
ありません
のでご注意
ください。

登録・参加にあたっての注意事項

オンライン配信をご覧の方
ご登録後、ご記入いただいたメールアドレスに「no-reply@zoom.us」より、「ICETT」の
名前で登録確認メールが配信されますのでご確認ください。
入室可能時間になりましたら、登録完了メールまたは開催前のリマインドメールに記載され
ています参加 URL をクリックし、ご参加ください。

資料の配布方法については開催中にご案内させていただきます。
録音・録画は固くお断りいたします。

アクセス

Electronic and Electrical Wastes （電気電子機器廃棄物）であり、テレビや冷蔵庫、エアコン、

パソコン、携帯電話などさまざまな電気製品・電子機器の廃棄物の総称。

鉛などの有害物質が含まれており不適正な処理に伴う悪影響が懸念される一方で、適正な回

収・リサイクルにより有用な資源の確保につなげることが期待されている。

本年8月に閣議決定された「第五次循環型社会形成推進基本計画」においては、「廃棄物の

発生量が増えつつあるASEAN 等の途上国において、適正なe-wasteの回収・リサイクルの枠組

みを構築するとともに、回収した金属資源を我が国で高効率にリサイクルして日ASEAN のサ

プライチェーンで利用するなど相互利益のある国際的な資源循環を構築することが重要であ

る。」とされている。

e-wasteとは？
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